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　無線を用いた列車制御システムにおける列車の位置検知
に関わる地上設備を削減するため，慣性センサと速度発電

す。また，先頭車両と最後尾車両の慣性センサで測定され
る加速度の差から列車分離を検知することもできます。こ
れらの機能についてフェールセーフ処理装置に機能を実装
して走行試験を実施し，列車制御用途での実用可能性を確
認できました。

機を併用して車上で列車位置検知と列車長算
出，列車分離検知を行うシステムを開発しまし
た。曲線や勾配変化を線路特徴点として設定し
て事前に曲率や曲線長などの線路データをデー
タベースに登録しておき，列車走行中は慣性セ
ンサと速度発電機の併用により車上で曲線や勾
配変化を検知してデータベースと照合すること
で，列車位置を認識します。さらに，先頭車両
と最後尾車両に搭載した慣性センサで同じ線路
特徴点を検知する時間差から列車長を算出しま


